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アンケートは以上となります。御協力ありがとうございました。

②今後、感染症に適切に対応していくため、地域の中でど

のように連携して取り組むべきか
※患者や家族の希望に沿った支援を継続するためには、地域の中で各

職種と行政がどのように連携して取り組むべきか、記入してくださ

い。

その他（自由記載欄）
（例）今後の調整会議WGにおいて議論が必要と考えられるテーマ等

  令和２年度地域医療構想調整会議在宅療養ＷＧ 事前アンケートまとめ

①患者や家族の希望に沿った支援を継続するために、自分

だったらどう対応するか 。
※あなたが担当する在宅療養患者が新型コロナウイルス感染症の濃厚

接触者となった場合、「自分だったらどうするか」、意見を記入して

ください。（特に、地域の中の情報連携、訪問診療や訪問看護等の

サービス提供体制に関すること）

○当日の議事進行を円滑にするため、参加者全員を対象に、下記の通り事前アンケートを実施。

（１）「新型コロナウイルス感染症に対応するために必要な取組」について

○集計期間：１０月９日～開催２週間前までに提出があったものを集計。

【検討事例】あなたが担当している在宅療養中の患者：Aさん ８０歳 要介護３

訪問診療の頻度：月４回

利用している介護サービス：デイサービス週３回

同居家族：有（配偶者Bさん８０歳※主な介護者、子Cさん６０歳、孫Dさん２５歳）

＜経過＞孫Dさんが１０月１日に発熱。PCR検査を実施したところ、１０月２日に陽性が判明。患者AさんとCさ

んは濃厚接触者。Aさん本人は、在宅療養の継続を希望している。情報を入手したケアマネージャーは、

担当の在宅医や訪問看護師等に情報を共有。今後の対応を検討することとなった。
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